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１２ 番 石 神 栄 治 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１.本市のごみ減量について 

 

 

【質問趣旨】 

ごみは市民生活に直接関わる

問題です。持続可能なまちづ

くりのために避けられない課

題です。そこでごみ減量、環

境学習に対する本市の具体的

な取組と今後の展開について

質問いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）一般廃棄物の現状と課

題について 

 

 

 

 

 

① 国の指針に基づき「瀬戸市一般廃棄物処理基本計画」が策定されています。この

計画は平成 26 年度から 35 年度までの 10 年を期間としています。 

ごみ総量につきましては、平成 24 年実績 43,164ｔを基準とし、平成 35 年度には、 

35,937ｔへ減らすことが目標とされていますが、近年下げ止まっている現状が続

いています。この原因についてどのように分析されているのか見解を伺います。 

 

 

② 目標値に近づけるための今後の取り組みについて伺います。 

 

 

③ 家庭から出されるごみと比べ割合は低いのですが、事業所から出される一般廃棄

物も増加傾向にあると思われます。この原因についてどのように分析されている

のか見解を伺います。 

 

 

④ ごみ排出量（家庭系＋事業系）の減量に向けての今後の取り組みについて伺いま

す。 

 

 

⑤ ごみ処理の経費は年間９億円を超えています。ごみ排出の適正負担つまり有料化 

 について本市の見解を伺います。 

 

 



（様式２） 

備考 １．必ず、大項目を【１、２、３・・・】、中項目を【（１）、（２）、（３）・・・】、小項目を【①、②、③・・・】として明記し、質問内容、要旨等の具体的かつ明瞭化に努める。 

２．数値の答弁を求める場合は、必ずその旨を記載する。また、過去の経緯、他市の状況等の答弁を求める場合も、同様の扱いとする。 

３．ＭＳ明朝体、１２ポイントで記載する。 

（ 2 ページ） 

１２ 番 石 神 栄 治 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校等での環境学習に

ついて 

①基本計画には達成目標として、学校等への生ごみ処理機の設置を平成 30 年度に試 

 験的に１機導入するとありますが、達成されていないのはなぜですか。見解を伺 

 います。 

 

 

 

②今後の設置計画はどうなっていますか。見解を伺います。 

 

 

 

③食育の中で、残されてしまった生ごみについて子どもたちに関心を持たせること 

は、食材に対してだけでなく、生産者や調理者に感謝しつつ、循環型社会の環境 

サイクルのためにもとても重要であると考えます。地産地消を推進すると同時に 

生ごみ処理機の設置を急ぐべきではありませんか。本市の見解を伺います。 

 

 


